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事業者 様 

3級資格保有者 様 

 

芝草管理技術者 2級資格認定制度のご案内 
 

芝草管理技術者資格認定制度は我が国唯一、芝草管理技術者®の資格認定制度として1992年に誕

生し、今までに 13,000名を超す有資格者を輩出しております。 

本制度は 2007年に公益財団法人日本ゴルフ協会の公認資格となり、その後スポーツ庁の後援をい

ただき、芝草管理関係者には必須の資格として高い評価を得て、今では多くの有資格者が全国で活躍し

ています。 

近年の異常気象は、今まで経験したことの無い状況であり、この先も起こり得ると考えられます。それが

故、最新の情報と知識、これらに基づく経験を生かした管理技術が必要とされます。管理された芝生を維

持することは、ゴルフ場をはじめとしたスポーツフィールド等の価値を高め、緑地公園などの利用者からも

高い評価を得られます。 

事業者様におかれても、芝草管理の人材確保、育成、地位の向上への投資は喫緊の課題です。何卒、

受講への理解を賜りたくお願いいたします。 

芝生は豊かで安全な社会の創造に不可欠であり、芝草管理技術者のニーズはますます高まってまいり

ます。これを機会に本資格を取得されることをお勧めいたします。 

 

◆本資格の等級について 

本制度は１～３級の３等級制で、３級からステップアップするものです。何れの等級も、研修会（会場また

はWEB講座）受講後に資格取得試験を受験いただき、その合格基準に達したかたへ芝生管理技術者の

資格を付与するものです。 

資格の有効期限は 3年間で、その後の継続は 3年または 1年の更新となります。 

 

◆「２級」受講資格について 

「２級」資格は、芝草管理技術者として必要な中級程度の知識・技術及び人事・労務に関する能力を持

つ者が取得できるものです。 

研修会の受講にあたっては次の条件をいずれも満たすことが必要となります。 

・３級資格保有者 

・３年以上の実務経験※1があること。（3年以上の実務経験年数に満たない場合、課題レポート提出

により、同等の知見を有すると認められること。） 

 

※1実務経験について 

この場合の実務経験とは本資格（3級）取得前の実務経験も含まれます。芝草管理等の業務に従事した期間が通算

して 3年以上で、複数の企業等での経験年数も合算できます。補助業務も含みます。従事期間は 2025年 3月 31

日まで通算可能です。 

 

 

2024年 10月吉日 
 

特定非営利活動法人 日本芝草研究開発機構 

理事長 田村 和男 
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研修概要 

１． 研修会場 日程 

【WEB 講座】 2025年 2月 10日(月)～3月 26日(水)  (録画授業視聴期間) 

【東 京 会 場】 2025年 1月 27日(月)～1月 30日(木)の 4日間 

 定員 50名（申込み先着順） 

 
 

「日本教育会館」第 5会議室 

東京都千代田区一ツ橋 2-6-2  TEL: 03-3230-2831 

 都営新宿線・東京メトロ半蔵門線神保町駅（A1出口）下車徒歩 3分 

都営三田線神保町駅（A1出口）下車徒歩 5分 

東京メトロ東西線竹橋駅（北の丸公園側出口）下車徒歩 5分 

東京メトロ東西線九段下駅（6番出口）下車徒歩 7分 

JR総武線水道橋駅（西口出口）下車徒歩 15分 

 

２．研修科目基準プログラム 

時間 第１日目 第２日目 第３日目 第４日目 

 9:15～ 開場 開場 開場 開場 

9:45～ 説明 - - 説明 

10:00～

10:50 
芝草の生理と生態 芝草の病害防除各論 農薬概論 スポーツターフの芝管理 

11:00～

11:50 
芝草の生理と生態 芝草の病害防除各論 農薬概論 スポーツターフの芝管理 

11:50～

13:00 
（昼休み） （昼休み） （昼休み） （昼休み） 

13:00～

13:50 
芝草の栄養と肥料・施肥 芝草害虫と防除 ゴルフコースと芝管理 ゴルフコース設計の基本 

14:00～

14:50 
芝草の栄養と肥料・施肥 芝草害虫と防除 ゴルフコースと芝管理 ゴルフコース設計の基本 

15:00～

15:50 
芝生土壌学 芝生の雑草管理各論 

芝生管理のための散水

と設備 
人事労務管理 

16:00～

16:50 
芝生土壌学 芝生の雑草管理各論 スポーツターフの基礎 人事労務管理 

※研修プログラムの順序・時間は変更になる場合があります。 

 

３．受講料（含テキスト）                                                     （消費税込） 

研修会場 
①一般 

（芝草管理技術者） 

②芝草法人会員 ※1 

③芝草学会正会員 ※2 

東京 66,000円 62,000円 

WEB講座 64,000円 60,000円 

＊今回の研修会は「東京」会場及び「WEB講座」となります。 

＊「WEB講座」は「東京」会場で行われた講義の録画授業で、東京会場の受講者も視聴できます。 

＊資格認定試験の受験料は別途となります。(P.5「資格認定試験」参照) 

※1  当機構の総会にて議決権を有する法人会員に属するかたです。正式申込みは会員照合後となります。 

（詳しくはお問い合わせください） 

※2  日本芝草学会に加入している個人のかたです。正式申込みは会員照合後となります。 
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┃「東京会場」を選択した場合 

申込み・入金の確認ができ次第「受講票」を発送します。受講票は会場でのテキスト引き換えに使用し

ます。必ず持参してください。 

 

┃WEB講座を選択した場合 

申込み手続き完了後、受付完了通知ハガキを郵送します。WEB講義にアクセスする「ログイン ID」

「パスワード」及び「テキスト」を1月下旬頃に郵送します。3月25日（火）まで常時(24時間)、PCや

スマートフォン、タブレットで視聴することができます。安定した通信環境、有線 LAN又は無線 LAN

（Wi-Fi）環境下での視聴をお勧めします。 

 

申込 

実務経験 3年以上のかた 

申込期限：2024年 10月 18日（金）～12月 20日（金） 
申込方法は、下記 2つのいずれかの方法となります。 

 

【専用フォームよりWEB申込み】→クレジットカードまたはコンビニ決済となります。 

 

 第 16回 2級 研修会申込み専用フォーム 

左のＱＲコードを読み取るか下記ＵＲＬからアクセスしてください。 

https://www.shibakusa-rd.or.jp/application/workshop.php 

※10月 23日（水）より受付開始予定 

 

WEB申込みの場合、申込み用紙の提出は不要です。 

 

【郵送申込み】→ 「銀行振込」・「ATM」・「ネットバンク」決済となります。                             

１．会場またはWEB講座の選択 

受講申込書の受講希望会場欄に｢東京」・「WEB講座」のいずれかを必ずご記入ください。 

 

２．提出書類  

同封の『第 16回「2級」資格研修会受講申込書』に必要事項を記入、裏面の所定欄に受講料

振込金領収書※1のコピーを添付の上、同封の返信用封筒にて郵送してください。 

 

 ※1受講料振込金領収書 

同封の振込用紙又は ATM 等にて受講料を振込後、振込金領収書または ATM 明細票のコピ

ーを受験申込書裏面の所定欄に貼付してください。インターネットバンキング等からお振込みい

ただく場合、振込完了画面を印刷したものを同封してください。振込手数料は申込者負担にて

お願いします。 

  

３．受講料振込先 

三菱ＵＦＪ銀行 新橋駅前支店 

口座番号 普通 3 9 1 5 4 2 9 

口座名義 トクヒ）ニホンシバクサケンキユウカイハツキコウ 
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実務経験 3年未満のかたの受講資格取得について 

課題レポートの提出によって受講資格を得るかたは、下記のレポートを提出してください。レポート

審査後、一定の水準を満たしているかたには「受講資格確認書」を送付いたします。 

 

       課題レポートによる受講資格認定について 

レポート形式は下記のとおりとしてください。 

A４用紙で横書き。原稿用紙の場合は 1頁 400字のものを使用。ワープロ機能を使用する場

合は、ページ設定を 20行×20字に設定する。 

最初の 1行目にはタイトル【16回 2級受講資格取得のための課題レポート】、2行目には資

格認定番号（7ケタ）、3行目には氏名を記入すること。左上１か所をホチキス等で止めること。 

 

16回 2級受講資格取得のための課題レポート 

  

【提出期限】 2024年 12月 3日（火）必着 

 

【提出先】 

〒103-0004 

東京都中央区東日本橋 1-1-5 京王東日本橋第二ビル 9階 

特定非営利活動法人 日本芝草研究開発機構 

芝草管理技術者資格認定制度事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

近年の異常気象に伴い、これからの芝草管理がどうあるべきなのかの意見を 2000字以内で述

べなさい。 
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再受講・再受験について 

┃過去に研修会受講料を納入後、研修会を欠席したかた。（返金済みを除く） 

→受講料免除で受講可能です。 

┃過去に受験資格を取得したが、未試験のかた・試験で不合格であったかた。 

 →研修会を受講せずに受験可能です。 

受験希望のかたは、別途送付する受験案内をご確認ください。 

 

 

受講申込取り消しと受講料の扱い 

下記期限までに日本芝草研究開発機構事務局へ申し出があった場合、振込手数料を申込者負担

にて返金いたします。(後日返金に必要な書類を郵送します。) 

期限経過後は理由の如何を問わず返金いたしません。 

※流感の罹患など、当機構が正当な理由と認める不参加の場合は次回受講料に充当できます。 

 

東京会場は先着順となりますので定員になり次第締め切らせていただきます。WEB講座へ変更また

は返金いたします。WEB講座に変更した場合の差額は受験料に充当します。 

 

【連絡先】特定非営利活動法人 日本芝草研究開発機構事務局  

TEL 03-5823-4893     9:30～17:30 (土日祝、年末年始12/28～1/5を除く) 

 

東京会場／WEB講座 

2025年 1月 14日（火）まで：キャンセル料なし 

2025年 1月 15日（水）～1月 20日（月）：50％ 

2025年 1月 21日（火）～1月 27日（月）：100％ 

 

 

資格認定試験 

（１）2025年 3月 26日（水）13：00開場、13：45～15：45試験実施 

東京、大阪、名古屋、福岡、仙台、札幌で一斉に実施します。試験の詳細は、研修会終了後に案

内します。WEB講座のかたは研修教材一式に同封します。 

受験料（参考料金 22,000円）は受験申込時にお振込みください。 

 

 （２）試験は、芝草管理技術者として必要な基本的な知識を検定します。 

出題数 50題(四択・マークシート方式)、試験時間 2時間（120分）、「研修テキスト」持込可。

合格の目安は概ね 70点です。 

 

 （３）認定試験の結果について 

2025年 4月末に合否いずれの場合も郵便で通知し、当機構のホームページに合格者の受験

番号を掲載します。合格者へは後日「認定書」等を郵送します。 
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講座内容 
 

2級カリキュラム（予定） 

科目 
単

位 
講座の概要 

芝草の生理と生態 2 
植生の遷移、形態、および光合成のしくみ含む芝草の生理と生態に

ついて 

芝生土壌学 2 
ゴルフコースの土壌の現状と問題点・改良法、グリーン床土およびサ

ッカー場などの床土全般について 

芝草の栄養と肥料・施肥 2 
芝草の栄養吸収、代謝により生長する仕組みを学ぶとともに、各養分

の働きを学ぶ。肥料の種類および施肥の計画について 

芝草の病害防除各論 2 
病原体の生理と生態、代表的な芝草の病害の発生消長と防除の方

法などについて 

芝草害虫と防除 2 害虫の形態と生理、代表的な害虫の発生消長とその防除法について 

芝生の雑草管理各論 2 
芝地雑草の種類と特徴、芝の管理と雑草との関係、化学的防除とそ

の問題点などについて 

農薬概論 2 
農薬に関する法令、使用法、安全性や作用機構について学ぶ。また、

植物調節剤の意義や使用法についても 

芝生管理のための散水と設備 1 
蒸発散を含む水管理、植物に必要な土壌水分量、細かな水管理の

手法などについて 

人事労務管理 2 労務管理の基本原則と法令、労務管理の項目と手法について 

ゴルフコース設計の基本 2 ゴルフコースの設計からみた特徴、改造と改修などについて 

ゴルフコースと芝管理 2 
芝管理の基礎となる刈込、施肥、潅水や病虫害などを予防する管理

手法、計画などについて 

スポーツターフの基礎 1 
我が国のスポーツターフの種類やその構造、使用目的に合わせた管

理の指針、校庭や緑地の芝地などについて 

スポーツターフの芝管理 2 
芝管理の基礎となる刈込、施肥、潅水や病虫害などを予防する管理

手法、計画などについて 
 


